
S A B C
（年度計画を

上回って実施）
（年度計画を
十分に実施）

（年度計画を十分に
実施できず）

（年度計画を
実施せず）

Ⅰ　教育・研究等の質の向上 4 79 0 0 83 100.0% (100.0%)

１　教育 1 32 0 0 33 100.0% (100.0%)

２　学生支援 1 23 0 0 24 100.0% (100.0%)

３　研究 1 14 0 0 15 100.0% (100.0%)

４　地域貢献産学連携 1 10 0 0 11 100.0% (100.0%)

Ⅱ　業務運営の改善・効率化 1 9 0 0 10 100.0% (100.0%)

Ⅲ　財務内容の改善 1 5 0 0 6 100.0% (100.0%)

Ⅳ　自己点検・評価 0 5 0 0 5 100.0% (100.0%)

Ⅴ　その他 0 11 0 0 11 100.0% (100.0%)

合　　計 6 109 0 0 115 100.0% (100.0%)

Ⅳ　まとめ

　【自己評価結果の分析と今後の展望（課題）】 

大項目

【参考資料１】

公立大学法人埼玉県立大学　平成３０年度　業務実績報告書の概要
～中期目標（H２８～R３）の達成に向けた第２期中期計画３年目の実績～

Ⅲ　中期目標４つの数値目標の達成状況平成30年度業務実績報告書における自己評価結果一覧

計
S・Aの比率

(H29実績値）
数値目標 Ｈ３０実績値 Ｈ２９実績値

１　進路決定率
　（目標：１００％） 98.8% 98.3%

２　県内就職率
　（目標：６０％） 57.8% 55.8%

※　実績値は（運営費交付金＋自主財源）を収入として算出した。
　　また、退職手当や高額備品などの特殊経費は考慮外とした。

Ⅰ　年度計画を上回って実施している項目（S評価）

①年度計画◆１３
　高校訪問、大学見学受入、出張講義等を年間１２０回以上行う
　→大学見学受入、出張講義等を２００回実施した

②年度計画◆４１
　就職支援システムの活用等により、学生の希望に合った就職支援を行う
　→国家資格を有するキャリアカウンセラーを新たに配置し、相談枠を大幅に
　　 増やした

③年度計画◆６０
　自治体、関係団体と意見交換を行い、地域のニーズにマッチした研究を
　実施する
　→自治体や関係団体と連携し、地域包括ケアシステム等に資する
　　 プロジェクトを実施した

④年度計画◆７５
　自治体等への講師派遣（３３０件以上）及び審議会等への教員派遣
　（１５０件以上）を行う
　→自治体等への講師派遣を４４５件、委員会等への教員派遣を２８９件
　　 実施した

　Ｓ評価の項目の数は６項目となり、昨年度の５項目から１項目
増加した。
　４つの数値目標のうち、科研費の採択件数及び自主財源比率に
ついては目標を達成できたが、進路決定率及び県内就職率につい
ては、目標を達成できなかった。
　進路決定率については、学年担任教員による個別面接や国家試
験対策など、きめ細かな支援を継続するとともに、新たにキャリ
アセンターを開設し、就職支援体制を一層強化していく。
　県内就職率については、県内就職先の学内就職説明会等を開催
して学生とのマッチングを図るとともに、公務員試験対策等を充
実させることで県内自治体の合格率の更なる向上を図る。
　科研費の採択件数についても、学内研究者の相談・支援を強化
することにより、獲得件数の増加や研究レベルの向上を図る。
　自主財源比率についても、国、民間団体等の外部資金（補助金
等）獲得の取組をさらに強化していく。

３　科研費採択
　（目標：６５件） 65件 65件

４　自主財源比率（※）
　（目標：４４．０％） 44.8% 44.7%

⑤年度計画◆９２
　事務局職員、教員等の能力、資質を向上させるための研修
　（スタッフ・ディベロップメント）を実施する
　→全教職員を対象としたSD研修を３回実施するとともに、体系的な実施の
　　 ため、SD研修実施方針等を策定した

⑥年度計画◆９９
　自主財源比率を４４％以上にする
　→外部資金獲得の取組を強化したことなどにより、目標を大幅に上回る
　　 自主財源比率４４．８％を達成した

Ⅱ　年度計画を十分に実施していない項目（B評価）

該当なし


